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9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でデータベース化するため、600字～800字で記入。図、グラフ等は記載しないこと。) 

 微小管の様々な構造や機能は微小管に結合する多くの微小管付随タンパク質（

microtubule-associated proteins; MAPs）により制御されている。動物細胞や酵母を用いた研

究により、MAPsは機能分化した複合体を形成するとともに、それぞれのMAPは主にリン酸化によ

り微小管結合活性などが調節されている。本研究では、微小管機能を制御するフォスファターゼ

について、それらの機能と生体内の基質を調べる実験を行った。 

MAP kinase phosphatase PHS1のdominant negative変異株phs1-1の微小管変異表現型を相補する

PHS1内のサプレッサー変異を遺伝学的に複数同定している。これらのサプレッサー変異をもつPHS1

が通常のフォスファターゼ活性を持つかどうか調べるために、数種類の変異型組換えタンパク質を

大腸菌で発現させた。組換えPHS1は不溶性になり易いため、融合するタグ蛋白質の種類を検討した

。 

微小管の安定性に影響を与える３つのフォスファターゼと関連タンパク質（PHS1, TON1, TON2）

を遺伝子発現誘導系により、アラビドプシス植物体で強制発現又は発現抑制を試みる。しかし、形

質転換植物体ではこれらのフォスファターゼはほとんど発現しなかった。 

 phs1-1変異株の根端部位においてリン酸化状態が野生型と異なるタンパク質をリン酸化蛋白質の

濃縮後、二次元電気泳動により調べ、一部の候補蛋白質をMS分析により同定した。 

 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4判縦長横書1枚)を添付

すること。 
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